
「広報のと」11 月号の印刷費は一部当たり 22 円です。

口
か
ら　

こ
ぼ
れ
で
る
の
は　

声

目
か
ら　

こ
ぼ
れ
で
る
の
は　

涙

と
も
に

心
ま
で　

な
が
れ
て
と
ど
く　

言
葉

霜
月
は
、

陰
暦
十
一
月
の
異
称
。

毎
日
の
よ
う
に
霜
の
降
る

季
節
な
の
で
霜
月
。

む
か
し
養
蚕
の
さ
か
ん
な
こ
ろ
、

桑
畑
は
霜
に
枯
れ
て

百モ

ズ舌
が
な
き
叫
ん
で
い
た
。

能
登
半
島

―

旅
先
を
決
め
ら
れ
ま
し
た
か

こ
こ
に
は

飛
行
機
の
港　

空
港
が
あ
り

船
の
港　

漁
港
が
あ
り

車
の
港　

道
の
駅
が
あ
り

ど
こ
を

拠
点
と
え
ら
ば
れ
ま
す
か

ど
こ
に
も

能
登
人
が
お
ま
ち
し
て
い
ま
す

「
鈍
」
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が

金
に
重
き
を
お
い
て
い
な
い
だ
け
で

赤
い
糸
で
心
と
心
を
結
び
た
い

「
純
」
な
の
で
す

こ
こ
の
す
べ
て
が

じ
ぶ
ん
の
す
べ
て
と

育
っ
て
き
た
の
で
す

吾
々
の
大
先
輩
で
あ
る
古
代
人
が

営
み
を
し
て
い
た
と
い
う

能
登
半
島

―

一
柊

能
登
に
恋
し
た

抒
情
書
家

室む
ろ
や谷

一い
っ
し
ゅ
う

柊
・
朱し
ゅ
き
ん琴

・
文あ
や
ね音

が
描
く
能
登
の
12
カ
月

～
霜し

も
つ
き月
～

室谷一柊・朱琴・文音
平成 18 年、京都府美山町から能登
町大箱に移住した抒情書家。遠島山
公園「ハーモニーセンター」物語の
第 2 章となる秋展を 11 月 11 日㈬
まで開催中。開館時間は午前 10 時
から午後 6 時。

　

奥
能
登

　
　
　

に

抒
情
書
家

　
　

あ
り

ア
ト
リ
エ

　
　
　

を

　

五ご
ゆ
う
じ
ゅ
く

友
宿

　

と
い
う
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あ
の
こ
ろ
僕
は

大
空
に
あ
こ
が
れ
て
い
た
―
。



　

大
場
辰
男
氏
は
、
明
治
37
年
3
月

13
日
に
珠
洲
郡
木
郎
村
字
秋
吉
（
現

能
登
町
字
秋
吉
）
に
生
ま
れ
た
。
決

し
て
恵
ま
れ
た
家
庭
で
は
な
く
、
母

親
が
17
歳
、
父
親
が
19
歳
の
時
に
亡

く
な
っ
た
。
辰
男
氏
の
最
大
の
理
解

者
で
あ
っ
た
兄
康
太
郎
氏
は
、
訪
問

飛
行
前
日
の
新
聞
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で

次
の
よ
う
に
振
り
返
っ
て
い
る
。

　
「
弟
は
小
学
校
時
代
か
ら
飛
行
家

を
熟
望
し
て
い
た
も
の
で
、
わ
ず
か

な
収
入
か
ら
航
空
機
に
関
す
る
書
籍

雑
誌
を
取
り
寄
せ
、
仕
事
の
暇
を
盗

ん
で
熟
読
し
、
併
せ
て
英
語
の
方
も

や
っ
て
い
ま
し
た
」

　

16
歳
で
秋
吉
出
身
の
実
業
家
背
戸

栄
吉
氏
を
頼
っ
て
上
京
。
牛
乳
配
達

を
し
な
が
ら
勉
学
に
励
ん
だ
と
い

う
。「
苦
学
の
う
ち
に
、
最
初
の
目

的
を
あ
く
ま
で
断
念
せ
ず
、
そ
の
後

関
東
大
震
災
で
一
時
帰
省
し
て
い
ま

し
た
が
、
半
日
は
家
の
手
助
け
、
半

日
は
勉
強
と
い
う
訳
で
、
早
朝
か
ら

体
育
の
訓
練
に
努
め
る
な
ど
、
航

空
隊
の
入
隊
試
験
準
備
に
熱
中
し
、

時
々
村
の
人
を
驚
か
す
あ
り
さ
ま
で

し
た
（
康
太
郎
氏
）」。

　

大
正
12
年
11
月
、
2
回
目
の
航
空

隊
入
学
試
験
受
験
の
た
め
、
再
び
上

京
。「
今
度
失
敗
し
た
ら
英
語
の
通

訳
に
な
る
」
と
康
太
郎
氏
に
話
し
て

出
発
し
た
と
い
う
。
辰
男
氏
は
、
狭

き
門
を
見
事
に
突
破
。
奥
能
登
初
の

パ
イ
ロ
ッ
ト
が
誕
生
し
た
。

　
「
空
は
な
ん
と
寒
い
ん
だ
ろ
う
」

　

初
め
て
乗
っ
た
飛
行
機
で
辰
男
氏

は
こ
う
思
っ
た
と
い
う
。

　

そ
の
後
海
軍
を
除
隊
し
、
安
藤
飛

行
機
研
究
所
の
操
縦
教
官
と
な
っ
た

辰
男
氏
は
大
正
14
年
10
月
、
関
西
水

上
飛
行
大
会
で
2
等
と
な
り
、
郷
土

訪
問
飛
行
を
熱
望
す
る
。

　

郡
役
所
の
知
人
を
通
じ
て
地
元
の

協
力
を
依
頼
す
る
と
、
地
元
は
大
歓

迎
の
意
向
を
示
し
た
。
こ
う
し
て
石

川
県
人
初
と
な
る
郷
土
訪
問
飛
行
が

実
現
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

秋吉公民館世代間交流学級
学級長　背戸　清さん（秋吉）

　

秋
吉
尋
常
小
学
校
新
築
当
時

（
大
正
14
年
）
か
ら
、
秋
吉
公
民

館
へ
と
84
年
も
の
年
月
を
飾
り
継

が
れ
た
一
枚
の
絵
。
こ
の
絵
を
め

ぐ
る
会
話
か
ら
、
大
場
飛
行
士
の

偉
業
を
後
世
に
残
そ
う
と
、
世
代

間
交
流
学
級
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

　

仲
間
が
そ
れ
ぞ
れ
に
項
目
を
掲

げ
て
調
べ
を
進
め
、
一
年
を
費
や

し
て
編
集
し
た
資
料
が
「
郷
土
の

先
人　

大
場
飛
行
士
と
郷
土
訪
問

飛
行
」
で
す
。

　

資
料
編
集
の
最
大
の
よ
り
ど
こ

ろ
は
、当
時
の
新
聞
報
道
で
し
た
。

大
場
飛
行
士
の
同
級
生
で
あ
る
故

坂
本
新
左
エ
門
氏
が
親
友
の
活
躍

を
告
げ
る
新
聞
紙
を
ス
ク
ラ
ッ
プ

ブ
ッ
ク
に
し
て
大
切
に
収
集
・
保

存
さ
れ
て
い
た
の
で
す
。

　

ま
た
、
当
時
小
学
生
で
実
際
に

飛
来
す
る
飛
行
機
を
目
の
当
た
り

に
し
た
皆
さ
ん
か
ら
も
思
い
出
話

を
伺
い
ま
し
た
。

　

編
集
を
通
し
て
、
わ
が
公
民
館

下
に
生
ま
れ
た
青
年
の
偉
業
が
、

絵
で
し
か
飛
行
機
を
知
ら
な
い
当

時
の
人
々
に
と
っ
て
は
驚
き
の
一

言
に
尽
き
る
こ
と
で
あ
り
、
現
代

の
宇
宙
飛
行
に
匹
敵
す
る
、
す
ば

ら
し
い
快
挙
で
あ
っ
た
と
感
じ
て

い
ま
し
た
。
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空
秋
吉
公
民
館
に
、
大
正
、
昭
和
、
平
成
と
受
け
継
が
れ
て
き
た

一
枚
の
絵
が
あ
る
。
作
者
は
恋
路
の
洋
画
家
坂
寛
二
氏
（
坂
坦

道
氏
の
父
）。
そ
の
絵
に
は
、
恋
路
海
岸
の
上
空
を
飛
ぶ
飛
行
機

の
機
影
が
小
さ
く
描
か
れ
て
い
る
。

平
成
10
年
10
月
、
一
人
の
古
老
が
こ
の
絵
に
つ
い
て
語
っ
た
。

奥
能
登
初
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
、
大
場
辰
男
氏
の
郷
土
訪
問
飛
行
。

そ
の
一
幕
を
伝
え
る
大
切
な
絵
だ
と
い
う
こ
と
を
―
。

～
大
場
辰
男
物
語
～

特
集

空特集

『郷土の先人　大場飛行士と郷土訪問
飛行』平成 12 年 3 月 1 日町立秋吉公
民館発行／世代間交流学生編集

空の先駆者
「飛行士になりたい―」。大空にあこ

がれ、航空雑誌を愛読していた大場
辰男氏は、苦学の末に夢を実現。奥
能登初のパイロットが誕生した。

航空隊入隊当時の大場辰男氏＝当時の新聞記事から
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空特集

3
月
13
日
、
珠
洲
郡
木
郎
村
字

秋
吉
（
現
能
登
町
字
秋
吉
）
に

大
場
家
二
男
と
し
て
生
ま
れ

る
。（
父
：
熊
蔵
、
母
：
る
と
）

秋
吉
尋
常
小
学
校
卒
業

松
波
尋
常
高
等
小
学
校
卒
業

専
修
商
業
学
校（
東
京
都
神
田
）

夜
間
部
入
学

航
空
隊
入
学
試
験
受
験（
失
敗
）

関
東
大
震
災
で
帰
郷

航
空
隊
入
学
試
験
合
格

1
月
、
第
二
回
航
空
局
依
託
練

習
生
と
し
て
横
須
賀
追
浜
海
軍

航
空
隊
に
入
隊

5
月
、
特
待
生
と
な
る

海
軍
大
演
習
に
参
加

9
月
、
二
等
飛
行
機
操
縦
士
合

格
。
横
須
賀
航
空
隊
依
託
練
習

生
卒
業
。
海
軍
三
等
兵
曹　

海

軍
二
等
飛
行
機
操
縦
士
に

海
軍
除
隊
、
安
藤
孝
三
飛
行
機

研
究
所
の
操
縦
教
官
に

10
月
4
日
、
帝
国
飛
行
協
会
主

催
の
関
西
水
上
飛
行
大
会
に
出

場
、
二
等
に
入
賞
し
、
賞
金

2
５
０
０
円
を
得
る
（
当
時
家

一
軒
が
約
８
０
０
円
）

11
月
8
日
、
秋
吉
の
坂
本
新
左

エ
門
宅
で
二
等
入
賞
祝
賀
会
。

郷
土
訪
問
飛
行
を
決
意
し
郡
役

所
に
地
元
の
協
力
を
依
頼

11
月
17
日
、
郷
土
訪
問
飛
行

機
種
：
複
葉
横
廠
式
ロ
号
甲
型

イ
ス
パ
ノ
・
ス
イ
ザ
２
０
０
馬

明
治
37

大
正
5

大
正
8

大
正
9

大
正
10

大
正
12

大
正
13

大
正
14

大
正
15

昭
和
5

昭
和
21

昭
和
47

昭
和
48

平
成
10

力
水
上
偵
察
機

8
：
05
安
藤
飛
行
場（
新
舞
子
）

を
出
発

11
：
30
秋
吉
上
空
を
旋
回
後
、

飯
田
桟
橋
近
く
の
水
面
に
着
水

11
月
18
日

9
：
00
飯
田
海
岸
を
離
水

10
：
00
松
波
海
岸
へ
着
水

11
月
19
日

9
：
00
松
波
海
岸
を
離
水

14
：
00
飯
田
海
岸
を
離
水

14
：
46
七
尾
港
に
着
水

11
月
20
日
、
豪
雨
で
飛
行
中
止

10
：
00
七
尾
女
児
校
で
講
演

11
月
21
日
午
前
、
七
尾
上
空
で

ビ
ラ
6
万
枚
を
散
布

12
：
15
七
尾
港
を
出
発

12
：
55
河
北
潟
に
着
水

11
月
22
日

9
：
00
河
北
潟
を
離
水

金
沢
上
空
で
ビ
ラ
を
散
布
し
、

帰
還
飛
行
へ

11
：
00
安
藤
飛
行
場
着
陸

9
月
、
名
古
屋
―
新
宮
（
和
歌

山
県
）
間
の
試
験
的
定
期
航
空

（
郵
便
飛
行
）
の
機
長
に

10
月
、
一
等
飛
行
機
操
縦
士
に

昇
格

航
空
免
状
（
第
36
号
）
交
付

秋
、
安
藤
飛
行
機
研
究
所
退
所

秋
吉
に
帰
郷

第
2
回
内
浦
町
条
例
表
彰

㈳
松
寿
園
（
小
松
市
）
に
入
園

10
月
26
日
、
94
歳
の
生
涯
を
閉

じ
る

大
場
辰
男
氏
の
あ
ゆ
み

飛
行
機
が
来
る
ぞ

　
「
天
気
晴せ
い
ろ
う朗

ぜ
ひ
た
て
」

　

大
正
14
年
11
月
17
日
未
明
、
安
藤

飛
行
場
（
愛
知
県
）
の
大
場
氏
あ
て

に
電
報
が
発
せ
ら
れ
た
。

　

こ
の
電
文
に
対
し
、
安
藤
飛
行
場

か
ら
「
大
場
君
は
午
前
8
時
5
分
に

た
っ
た
。
名
古
屋
密
雲
深
し
」
と
い

う
電
報
が
入
る
。
こ
の
電
文
に
郡
当

局
と
飯
田
町
は
歓
喜
に
あ
ふ
れ
た
。

　
「
飛
行
機
が
来
る
ぞ
、
大
場
が
来

る
ぞ
」

　

着
水
予
定
地
の
飯
田
桟
橋
付
近
に

は
数
万
の
群
衆
が
殺
到
し
、
新
し
い

情
報
を
心
待
ち
に
し
て
い
た
。

　
「
大
場
氏
大
聖
寺
通
過
」

　

午
前
10
時
10
分
に
報
告
さ
れ
た
情

報
に
、
群
衆
の
歓
迎
気
分
は
ま
す
ま

す
高
ま
っ
た
。

秋
吉
上
空
で
旋
回

　

大
場
氏
の
古
里
秋
吉
で
は
、
老
若

男
女
が
集
ま
り
、「
バ
ン
ザ
イ
大
場
」

と
ム
シ
ロ
文
字
を
作
っ
て
郷
土
の
英

雄
を
待
ち
わ
び
て
い
た
。

　

そ
こ
に
、
河
ヶ
谷
方
面
か
ら
「
爆

音
」が
聞
こ
え
て
き
た
。
大
場
機
は
、

真
っ
先
に
先
祖
が
眠
る
墓
の
上
空
を

旋
回
し
、
群
衆
が
待
つ
大
お
お
ば
た
け畠
の
上
空

で
は
特
に
低
空
飛
行
で
2
回
、
3
回

と
旋
回
し
た
。
群
衆
は
手
旗
を
振
り

「
バ
ン
ザ
イ
、
バ
ン
ザ
イ
」
と
連
呼

し
て
大
場
氏
に
声
援
を
送
っ
た
。

郡
を
あ
げ
て
の
歓
迎

　

午
前
11
時
30
分
、
飛
行
機
は
見
附

島
上
空
か
ら
着
水
予
定
地
の
飯
田
町

に
迫
っ
た
。
そ
し
て
、
飯
田
町
上
空

で
大
き
く
旋
回
し
、
熱
狂
す
る
群
衆

の
「
バ
ン
ザ
イ
、
バ
ン
ザ
イ
」
と
い

う
歓
呼
の
中
、鮮
や
か
に
着
水
し
た
。

　

大
場
氏
は
元
気
旺
盛
で
、「
バ
ン

ザ
イ
」
を
浴
び
な
が
ら
陸
上
の
人
と

な
っ
た
。

　

午
後
1
時
か
ら
は
、
格
納
庫
で

歓
迎
会
が
行
わ
れ
た
。
会
場
で
は
、

５
０
０
人
余
り
の
出
席
者
が
一
斉
に

杯さ
か
づ
きを

あ
げ
て
成
功
を
祝
い
、
数
万

の
観
衆
は
、
歓
迎
会
場
と
機
体
の
周

囲
を
埋
め
尽
く
し
て
い
た
。

　
「
熱
烈
な
る
歓
迎
を
賜
た
ま
わ
っ
た
ご
厚

意
に
は
た
だ
感
謝
の
ほ
か
は
な
い
。

（
中
略
）
機
上
か
ら
見
た
宝
立
村
の

山
々
は
高
く
、
屹き
つ
り
つ立

し
て
見
え
ま
し

た
」。
大
場
氏
は
、
安
藤
飛
行
場
か

ら
飯
田
町
ま
で
の
全
行
程
２
３
５
マ

イ
ル
（
約
３
７
８
㌔
）
の
難
航
路
を

複ふ
く
よ
う
お
う
し
ょ
う

葉
横
廠
式
水
上
飛
行
機
で
一
気

に
制
覇
し
た
。

古
里
木
郎
村
へ

　

翌
18
日
午
前
、
飯
田
町
の
森
下
旅

館
で
一
夜
を
明
か
し
た
大
場
氏
は
、

長
坂
機
関
士
と
共
に
機
体
の
点
検
を

終
え
、
松
波
へ
向
け
て
離
水
し
た
。

飯
田
町
上
空
で
は
20
㍍
の
低
空
で
旋

回
。
機
上
か
ら
ビ
ラ
を
散
布
し
、
蛸

島
か
ら
三
崎
方
面
に
向
か
っ
た
。

　

大
場
機
は
、
若
山
、
宝
立
、
木
郎
、

小
木
の
上
空
を
経
て
、
午
前
10
時
に

松
波
海
岸
に
着
水
し
た
。

　
「
バ
ン
ザ
イ
、
バ
ン
ザ
イ
」

　

松
波
海
岸
に
集
ま
っ
た
4
千
人
以

上
の
観
客
は
、
歓
喜
と
感
激
の
頂
点

に
達
し
て
い
た
。

　

歓
迎
会
は
４
０
０
人
余
り
が
出
席

し
盛
大
に
催
さ
れ
た
。歓
迎
会
で
は
、

郷
土
に
錦
を
飾
っ
た
大
場
飛
行
士
に

心
か
ら
の
「
バ
ン
ザ
イ
」
を
三
唱
し

た
と
い
う
。

　

大
場
氏
は
こ
の
日
秋
吉
に
入
り
、

秋
吉
尋
常
小
学
校
で
地
元
の
人
か
ら

歓
迎
を
受
け
、
自
宅
に
帰
っ
て
一
泊

し
た
。

各
地
を
巡
り
無
事
帰
還

　

19
日
、
3
千
人
が
迎
え
る
飯
田
町

に
再
び
着
水
し
、七
尾
へ
向
か
っ
た
。

翌
20
日
は
天
候
不
良
の
た
め
、
七
尾

で
講
演
会
を
行
い
、
21
日
に
河
北
潟

へ
。
粟
崎
遊
園
地
で
長お
さ

石
川
県
知
事

ら
か
ら
大
歓
迎
を
受
け
た
。

　

郷
土
訪
問
飛
行
最
終
日
と
な
っ
た

22
日
、
金
沢
市
上
空
で
大
き
く
円
を

描
い
て
低
空
飛
行
を
行
い
、
ビ
ラ
を

散
布
。
そ
の
ま
ま
日
本
海
海
岸
線
を

た
ど
っ
て
琵
琶
湖
を
横
断
し
、
安
藤

飛
行
場
へ
帰
還
し
た
。

　

石
川
県
航
空
史
に
大
き
な
1
㌻
を

刻
ん
だ
大
場
飛
行
士
の
郷
土
訪
問
飛

行
は
、
大
成
功
で
終
わ
っ
た
。

錦を飾った
訪問飛行

大正 14 年 11 月 17 日、大場辰男飛行士は、
郷土訪問飛行を決行した。石川県航空史にそ
の名を刻んだ郷土訪問飛行をたどる。

11 月 18 日、松波海岸着水地で秋吉地区の皆さんと記念撮影。
この写真は秋吉全世帯に配布された。後ろには、搭乗機の機
体や２枚の主翼が確認できる。

安藤飛行場 11/17  8:05 出発

飯田桟橋 11/17  11:30 着水

秋吉上空を旋回

大場飛行士
訪問飛行コース
235 マイル

（378 ㎞）

　飯田桟橋で花束を受け取る大場飛行士（左）
　＝当時の新聞記事から

機上からまかれたビラ



大
場
飛
行
士
を
乗
せ
た
飛
行
機

は
、
河
ヶ
谷
の
方
か
ら
秋
吉

に
向
か
っ
て
飛
ん
で
き
ま
し
た
。
当

時
わ
た
し
は
小
学
1
年
。
誰
も
飛
行

機
を
見
た
こ
と
が
な
い
時
代
で
し

た
。
は
し
ご
を
組
ん
だ
よ
う
な
形
で

「
あ
れ
が
飛
行
機
か
。
あ
ん
な
も
の

で
よ
く
飛
ん
で
き
た
な
」
と
思
っ
て

い
ま
し
た
。

　

飛
行
機
は
、
ま
ず
両
親
が
眠
る
お

墓
の
上
空
で
三
回
ほ
ど
旋
回
し
て
か

ら
こ
ち
ら
に
向
か
っ
て
き
ま
し
た
。

は
ざ
や
火
の
見
や
ぐ
ら
に
ぶ
つ
か
る

の
で
は
な
い
か
と
心
配
す
る
く
ら
い

の
低
空
飛
行
で
、
耳
を
つ
ん
ざ
く
ほ

ど
の
大
き
な
音
で
し
た
。

　

飛
行
機
が
近
づ
く
と
、
手
を
振
っ

て
い
る
大
場
さ
ん
が
は
っ
き
り
と
見

え
ま
し
た
。み
ん
な
は
歓
喜
し
て「
バ

ン
ザ
イ
、
バ
ン
ザ
イ
」
と
日
の
丸
の

旗
を
振
り
、
声
援
を
送
り
ま
し
た
。

　

当
時
、辺
り
一
帯
は
麦
畑
で
し
た
。

秋
吉
尚し
ょ
う
ぶ
か
い

武
会
（
青
年
団
）
の
皆
さ
ん

が
、
麦
畑
に
ム
シ
ロ
で
「
バ
ン
ザ
イ

大
場
」
と
大
き
な
文
字
を
作
り
、
は

ざ
に
は
キ
リ
コ
の
天
幕
や
太
鼓
幕
を

広
げ
て
い
ま
し
た
。

　

大
場
さ
ん
は
、
飛
行
機
か
ら
5
色

の
ビ
ラ
を
ま
き
ま
し
た
。
子
ど
も
た

ち
は
、
飛
び
回
っ
て
そ
の
ビ
ラ
を
拾

い
集
め
て
い
ま
し
た
。

　

秋
吉
公
民
館
は
秋
吉
、
河
ヶ
谷
、

清
真
、
九
里
川
尻
地
域
の
公
民
館
。

各
種
教
室
や
イ
ベ
ン
ト
が
毎
日
の
よ

う
に
開
催
さ
れ
、
た
く
さ
ん
の
人
が

訪
れ
て
い
る
。

　
「
こ
の
地
域
は
公
民
館
活
動
が
非

常
に
盛
ん
で
す
。
地
域
の
皆
さ
ん

も
積
極
的
に
行
事

に
参
加
し
て
く
れ

た
り
、
惜
し
み
な

い
協
力
を
し
て
く

れ
る
の
で
、
本
当

に
感
謝
し
て
い
ま

す
」
と
話
す
公
民

館
長
の
竹
中
省
三

さ
ん
（
72
歳
）
＝

秋
吉
＝
は
、
本
年

8
月
か
ら
秋
吉
公

民
館
長
を
務
め
て

い
る
。

　

竹
中
さ
ん
は
世

代
間
交
流
学
級
生

で
も
あ
り
、
大
場

飛
行
士
の
資
料
制

作
に
も
携
わ
っ
て

き
た
。
そ
れ
だ
け

に
、
大
場
飛
行
士

の
功
績
を
し
っ
か

り
と
後
世
に
伝
え

て
い
き
た
い
と
い

う
思
い
は
強
い
。

前
代
未
聞
の
郷
土
訪
問

　

大
場
さ
ん
は
、
貧
し
い
家
庭
に
育

ち
、非
常
に
苦
学
を
し
て
い
ま
し
た
。

松
波
尋
常
高
等
小
学
校
の
こ
ろ
か
ら

大
空
に
対
す
る
あ
こ
が
れ
を
持
ち
、

大
き
な
夢
と
希
望
を
抱
い
て
上
京
さ

れ
た
の
で
す
。
そ
し
て
、
独
学
で
航

空
隊
入
学
試
験
に
挑
戦
し
、
2
回
目

で
狭
き
門
に
合
格
し
ま
し
た
。

　

奥
能
登
初
の
飛
行
士
と
な
っ
た
大

場
さ
ん
は
、
関
西
水
上
飛
行
大
会
で

2
等
と
な
り
、
賞
金
２
５
０
０
円
を

手
に
し
ま
し
た
。
家
一
軒
の
建
設
費

用
が
８
０
０
円
の
時
代
で
す
。
大
場

さ
ん
は
そ
の
賞
金
で
飛
行
機
と
整
備

士
を
借
り
上
げ
、
郷
土
訪
問
飛
行
を

実
現
さ
せ
た
の
で
す
。

　

秋
吉
だ
け
で
は
な
く
、
木
郎
村
、

珠
洲
郡
、
石
川
県
を
あ
げ
て
の
歓
迎

で
し
た
。
当
時
は
ま
だ
子
ど
も
で
よ

く
分
か
ら
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
し
た

が
、
今
思
う
と
本
当
に
前
代
未
聞
の

こ
と
を
成
し
遂
げ
た
人
だ
っ
た
と
誇

り
に
思
い
ま
す
。

　

終
戦
後
、
大
場
さ
ん
は
秋
吉
に
戻

り
、農
業
に
い
そ
し
ん
で
い
ま
し
た
。

先
見
の
明
が
あ
り
、
肥
料
設
計
や
苗

代
づ
く
り
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
教
え
て

も
ら
い
ま
し
た
。
ラ
ジ
オ
や
時
計
が

地
域
全
体
で

盛
り
上
げ
て
い
き
た
い

　
「
わ
た
し
が
公
民
館
長
に
な
っ
て

や
り
た
い
と
思
っ
た
こ
と
が
、
大
場

飛
行
士
の
こ
と
で
す
。
資
料
を
作
っ

て
か
ら
10
年
近
く
経
過
し
、
最
近
は

大
場
飛
行
士
を
知
ら
な
い
子
ど
も
た

ち
も
増
え
て
き
ま
し
た
。
ま
ず
は
郷

土
訪
問
飛
行
の
写
真
や
解
説
な
ど
を

大
き
な
パ
ネ
ル
に
し
て
、
公
民
館
を

訪
れ
る
小
学
生
に
分
か
り
や
す
く
伝

え
ら
れ
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
パ

ネ
ル
制
作
は
、
で
き
る
だ
け
多
く
の

人
に
か
か
わ
っ
て
も
ら
う
な
ど
、
地

域
全
体
で
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
」

壊
れ
る
と
直
し
て
も
ら
っ
た
り
、
大

工
仕
事
も
上
手
で
し
た
。

　

特
に
花
が
好
き
で
、
次
々
と
新
し

い
品
種
を
栽
培
し
て
い
ま
し
た
。
大

場
さ
ん
か
ら
ス
イ
ー
ト
ピ
ー
を
初
め

て
見
せ
て
も
ら
っ
た
こ
と
は
い
ま
だ

に
覚
え
て
い
ま
す
。

　

小
松
市
の
施
設
に
入
っ
て
か
ら
も

年
賀
状
や
手
紙
の
や
り
と
り
を
し
て

い
ま
し
た
が
、
毎
日
花
作
り
を
楽
し

ん
で
い
た
よ
う
で
す
。

郷
土
の
誇
り
と
し
て

　

わ
た
し
の
夢
は
、
秋
吉
に
「
郷
土

訪
問
飛
行　

大
場
飛
行
士
生
誕
の

地
」
と
い
う
記
念
碑
を
作
る
こ
と
で

す
。
大
場
さ
ん
の
功
績
を
、
郷
土
の

誇
り
と
し
て
後
世
に
伝
え
る
た
め

に
、
町
や
地
域
の
人
の
協
力
を
お
願

い
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

秋
吉
公
民
館
は
、
平
成
12
年
の
資

料
制
作
後
、
毎
年
大
場
飛
行
士
を
し

の
ん
で
紙
飛
行
機
大
会
を
開
催
し
た

り
、
子
ど
も
向
け
の
紙
芝
居
を
作
っ

て
披
露
し
た
り
と
、
大
場
飛
行
士
の

郷
土
訪
問
飛
行
を
語
り
継
ぐ
活
動
を

展
開
し
て
き
た
。

　
「
特
に
紙
飛
行
機
大
会
は
、
こ
の

地
域
の
子
ど
も
た
ち
だ
け
で
は
な

く
、
も
っ
と
多
く
の
人
に
参
加
し
て

も
ら
え
る
大
会
に
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
町
の
協
力
も
必
要
に
な
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
大
場
飛
行
士

は
こ
の
町
の
誇
り
で
す
。
も
っ
と
た

く
さ
ん
の
人
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
、
み
ん
な
で
知
恵
を
出
し

合
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

前田利雄さん（90歳・秋吉）

　　秋吉公民館長
竹中省三さん（秋吉）

紙
飛
行
機
大
会
を
た
く
さ
ん
の
人
が
集
ま
る

大
き
な
イ
ベ
ン
ト
に
育
て
た
い
。

大場辰男氏から前田さんに送られた手紙
や年賀状

大場飛行士の功績を
郷土の誇りとして
残したい。

大場飛行士を秋吉で迎えた

2009. 11 № 577 6

空特集

郷
土
の
英
雄
を
語
り
継
ぎ

地
域
活
性
化
に
つ
な
げ
る
秋
吉
公
民
館

大場飛行士をしのんで、毎年行われている
紙飛行機大会＝平成 16 年のさくら祭りで

思い出を語る



　　石川県空港企画課
山崎 悦朗 課長補佐

2009. 11 № 579 8

7
年
目
の
空能登　港

大場飛行士の郷土訪問飛行から 84 年。今では 1
日 4 回、旅客機が能登の上空を飛んでいる。

「能登に空港を―」。その夢は現実となって、首都圏
と能登半島を 1 時間で結ぶようになった。
7 年目を迎えた能登空港の現状を、石川県空港企画
課に聞いた。

―
全
国
の
地
方
空
港
の
現
況
は
。

山
崎　

長
引
く
景
気
低
迷
や
新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
、
高
速
道
路
料
金
の
割
り
引
き

な
ど
に
よ
り
、
全
国
的
に
航
空
機
利
用
者

が
減
少
し
て
い
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　

ど
れ
く
ら
い
の
搭
乗
率
が
あ
る
と
航
空

会
社
の
採
算
が
採
れ
る
の
か
は
、
ビ
ジ
ネ

ス
客
や
団
体
の
観
光
客
な
ど
の
客
質
に
よ

っ
て
異
な
る
の
で
一
概
に
何
パ
ー
セ
ン
ト

と
言
え
な
い
そ
う
で
す
が
、
航
空
会
社
は

不
採
算
路
線
の
減
便
・
撤
退
な
ど
の
経
営

改
善
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
地
方
空
港
に

と
っ
て
大
変
厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
い
る

と
言
え
ま
す
。

―
能
登
空
港
の
6
年
目
を
分
析
す
る
と
。

山
崎　

能
登
空
港
の
開
港
６
年
目
、
つ
ま

り
昨
年
の
7
月
7
日
か
ら
今
年
の
7
月
6

日
ま
で
の
利
用
状
況
で
す
が
、
４
月
ご
ろ

ま
で
は
利
用
者
の
約
８
割
を
占
め
る
首
都

圏
か
ら
の
観
光
客
が
順
調
に
増
加
し
た
こ

と
か
ら
、
地
元
利
用
者
の
減
少
分
を
補
い

ほ
ぼ
前
年
並
み
で
し
た
。
し
か
し
、
新
型

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
影
響
で
、
５
月
ご
ろ

か
ら
首
都
圏
か
ら
の
利
用
者
が
急
激
に
減

少
し
た
た
め
、
一
時
は
目
標
搭
乗
率
の
達

成
に
赤
信
号
が
灯
り
そ
う
に
な
り
ま
し

た
。
地
元
の
多
く
の
方
々
に
利
用
し
て
い

た
だ
い
た
お
か
げ
で
、
何
と
か
62
％
を
達

成
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

地
元
の
方
々
の
何
が
何
で
も
目
標
搭
乗

率
を
達
成
し
よ
う
と
い
う
熱
い
思
い
を
再

認
識
し
ま
し
た
。

　

７
年
目
に
入
っ
て
も
、
ま
だ
ま
だ
航
空

需
要
は
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
以
上
の
観
光
誘
客
と
地
元
か
ら

の
利
用
促
進
に
、
早
め
早
め
に
取
り
組
ん

で
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
毎

月
、
地
元
の
行
政
や
経
済
団
体
の
方
々
と

い
ろ
い
ろ
な
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
っ
て
利

用
促
進
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

―
運
航
ダ
イ
ヤ
改
善
の
可
能
性
は
。

山
崎　

運
航
ダ
イ
ヤ
に
つ
い
て
は
、
午
前

便
は
早
く
、
午
後
便
は
遅
く
す
る
と
、
地

元
か
ら
の
利
便
性
が
格
段
に
高
ま
る
の

で
、
利
用
促
進
に
つ
な
が
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
が
、
改
善
に
あ
た
っ
て
は
首
都
圏
か

ら
の
利
便
性
に
も
配
慮
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

首
都
圏
の
旅
行
会
社
か
ら
は
、
前
後
に

１
時
間
程
度
な
ら
ば
影
響
は
少
な
い
と
聞

い
て
お
り
、
県
と
し
て
も
Ａ
Ｎ
Ａ
に
対
し

て
運
航
ダ
イ
ヤ
の
改
善
を
要
望
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
、ち
ょ
う
ど
良
い
時
間
帯
は
、

ど
こ
の
地
方
空
港
も
利
用
を
望
ん
で
お
り

羽
田
空
港
の
発
着
枠
が
満
杯
の
状
態
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
検
討
さ
せ
て
ほ
し
い
と
し

て
い
ま
す
。

　

来
年
秋
の
羽
田
空
港
再
拡
張
と
い
う
機

会
を
捉
え
て
、
ダ
イ
ヤ
改
善
に
つ
な
げ
て

い
く
た
め
に
は
、
引
き
続
き
目
標
搭
乗
率

を
上
回
る
高
い
搭
乗
率
を
維
持
し
て
い
く

こ
と
が
大
切
と
考
え
て
い
ま
す
。

―
能
登
空
港
を
守
る
た
め
に
は
。

山
崎　

能
登
空
港
は
、
単
な
る
航
空
機
の

発
着
施
設
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
行
政

と
の
合
築
や
「
道
の
駅
」
へ
の
登
録
、
航

空
学
園
や
海
上
保
安
庁
施
設
の
誘
致
な
ど

多
目
的
に
活
用
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
元
住
民
に
能
登
空
港
を
身
近

に
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
タ
ー
ミ
ナ

ル
ビ
ル
内
で
市
町
が
持
ち
回
り
で
自
分
の

市
町
の
Ｐ
Ｒ
を
し
た
り
、
空
港
周
辺
で
各

種
団
体
が
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
開
催
し
て
い

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
に
よ
っ
て
、『
能

登
空
港
は
自
分
た
ち
の
空
港
』
と
い
う
意

識
が
醸
成
さ
れ
、
航
空
機
利
用
に
つ
な
が

っ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

年度 便数（片道） 行き先 利用者数

15 8 韓国、台湾 1,035 人

16 76 台湾、中国 8,920 人

17 116 台湾、中国 12,148 人

18 65 台湾、韓国 7,850 人

19 105 台湾、中国（香港） 12,468 人

20 90 台湾 11,999 人
1
年
目

1
年
目

1
年
目

2
年
目

2
年
目

2
年
目

3
年
目

3
年
目

3
年
目

4
年
目

4
年
目

4
年
目

5
年
目

5
年
目

5
年
目

6
年
目

6
年
目

6
年
目

0 0 00％ 0％ 0％

10％ 10％ 10％

20％ 20％ 20％

5 万

2 万 4 万

4 万 6 万

6 万 8 万

8 万 10 万

30％ 30％ 30％

40％ 40％ 40％

50％ 50％ 50％

10 万

10 万 12 万

60％ 60％ 60％

70％ 70％ 70％

80％ 80％ 80％

15 万

利用者数：人 利用者数：人 利用者数：人搭乗率 搭乗率 搭乗率

90％ 90％ 90％
151,015

56,242

94,773
79.5

29.6

49.9

64.6

21.7

42.9

66.5

20.4

46.1

65.1

18.8

46.3

65.4

14.9

50.5

62.3

13.3

49.0

155,623

52,395

103,228

160,052

48,991

111,061156,945

45,384

111,561158,558

36,039

122,519

150,365

32,127

118,238

能登空港利用者数と搭乗率の推移 地元利用の推移 首都圏利用の推移 国際チャーター便利用状況

目
標
搭
乗
率
70

63 64 62 62 62
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５
の
時
、
宇
出
津
の
書
店
で

偶
然
手
に
取
っ
た
本
が
「
パ

イ
ロ
ッ
ト
に
な
る
に
は
」
と

い
う
本
で
し
た
。
し
か
し
、
パ
イ
ロ
ッ
ト

に
な
り
た
い
と
真
剣
に
考
え
た
の
は
中
２

の
こ
ろ
で
す
。
パ
イ
ロ
ッ
ト
が
主
役
の
テ

レ
ビ
ド
ラ
マ
「
虹
の
エ
ア
ポ
ー
ト
」
を
見

て
か
ら
、
そ
の
本
を
読
み
返
し
た
こ
と
が

き
っ
か
け
で
し
た
。

　

順
調
に
パ
イ
ロ
ッ
ト
に
な
れ
た
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
当
時
パ
イ
ロ
ッ
ト
に
な

る
に
は
、
高
校
を
卒
業
し
て
国
立
の
航
大

（
航
空
大
学
校
＝
宮
崎
県
）
に
入
る
し
か

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
受
験
に
は
21
歳

未
満
ま
で
と
い
う
年
齢
制
限
が
あ
り
ま
し

た
。
高
校
3
年
か
ら
チ
ャ
ン
ス
は
3
回
あ

り
ま
し
た
。
し
か
し
3
回
の
チ
ャ
レ
ン
ジ

は
す
べ
て
不
合
格
で
し
た
。
こ
の
時
点
で

パ
イ
ロ
ッ
ト
へ
の
道
は
閉
ざ
さ
れ
、
普
通

の
大
学
に
進
学
し
ま
し
た
。

　

大
学
に
入
っ
て
も
パ
イ
ロ
ッ
ト
に
な
り

た
い
と
い
う
夢
は
ず
っ
と
心
の
中
に
あ
り

ま
し
た
。
再
び
道
が
開
け
た
の
は
大
学
4

年
の
時
で
す
。
そ
の
年
の
夏
に
航
大
の
受

験
資
格
が
変
更
さ
れ
、
も
う
一
回
だ
け
受

験
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
最
後
の

チ
ャ
ン
ス
。
今
ま
で
以
上
に
が
む
し
ゃ
ら

に
勉
強
し
ま
し
た
。

　

ひ
た
す
ら
努
力
し
て
つ
か
ん
だ
合
格
で

し
た
。
わ
た
し
は
こ
の
時
に
「
努
力
を
す

れ
ば
運
が
つ
い
て
く
る
」
と
い
う
こ
と
を

実
感
し
ま
し
た
。
運
が
い
い
と
思
わ
れ
て

い
る
人
は
、
必
ず
ど
こ
か
で
努
力
を
し
て

い
る
ん
だ
と
い
う
こ
と
が
こ
の
時
分
か
っ

た
ん
で
す
。

　
大
に
入
っ
て
も
安
心
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

パ
イ
ロ
ッ
ト
の
適
性
が
な
い

と
判
断
さ
れ
れ
ば
す
ぐ
に
退
学
に
な
る
か

ら
で
す
。

　

わ
た
し
の
同
期
生
に
は
、
会
社
員
や
学

校
の
先
生
を
し
な
が
ら
挑
戦
し
て
合
格
し

た
人
も
い
ま
し
た
。
み
ん
な
夢
を
あ
き
ら

め
な
か
っ
た
者
ば
か
り
で
す
。

　

当
時
の
航
大
の
訓
練
は
ス
パ
ル
タ
式
で

し
た
。
本
当
に
厳
し
か
っ
た
で
す
が
、
最

後
に
つ
か
ん
だ
チ
ャ
ン
ス
を
逃
し
た
く
な

い
と
、
仲
間
と
一
緒
に
必
死
に
な
っ
て
勉

強
と
訓
練
に
耐
え
抜
き
ま
し
た
。

　

航
大
の
訓
練
は
2
年
4
カ
月
あ
り
ま
し

た
。
34
人
い
た
同
期
生
は
卒
業
す
る
と
き

に
は
26
人
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

航
大
を
卒
業
し
て
も
就
職
が
厳
し
く
パ

イ
ロ
ッ
ト
に
な
れ
な
い
時
代
も
あ
り
ま
し

た
が
、
わ
た
し
は
全
日
空
（
全
日
本
空
輸

株
式
会
社
）
に
パ
イ
ロ
ッ
ト
と
し
て
採
用

さ
れ
ま
し
た
。

　
イ
ロ
ッ
ト
は
何
百
人
と
い
う

お
客
様
の
命
を
預
か
る
特
殊

な
仕
事
で
す
。
資
格
や
試
験

に
関
し
て
も
非
常
に
厳
し
く
、
入
社
し
て

か
ら
も
訓
練
は
続
き
ま
し
た
。

　

機
長
と
な
っ
た
今
で
も
、
技
能
検
査
を

2
回
と
身
体
検
査
を
毎
年
受
け
ま
す
。
一

度
で
も
落
ち
る
と
次
の
日
か
ら
パ
イ
ロ
ッ

ト
で
は
な
く
な
る
と
い
う
厳
し
い
世
界
で

す
。
そ
れ
で
も
「
空
を
飛
び
続
け
た
い
」

と
い
う
夢
を
持
ち
続
け
て
い
る
か
ら
こ

そ
、
今
の
自
分
が
あ
る
の
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　
を
持
っ
て
生
き
て
い
る
人

と
、
そ
う
で
な
い
人
で
は
人

生
に
違
い
が
出
ま
す
。

　

今
夢
を
持
っ
て
い
る
小
学
生
、
中
学
生

は
、
夢
の
実
現
の
た
め
に
努
力
し
て
く
だ

さ
い
。
ま
だ
夢
を
持
っ
て
い
な
い
人
も
、

ち
ょ
っ
と
し
た
き
っ
か
け
で
見
つ
か
り
ま

す
。
そ
の
と
き
の
た
め
に
、
幅
広
い
教
養

を
身
に
つ
け
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

夢
に
向
か
っ
て
努
力
し
て
も
、
壁
に
ぶ

つ
か
り
、
挫
折
す
る
こ
と
が
あ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
そ
の
経
験
は
、
必
ず

自
分
の
人
生
の
糧
に
な
り
、
苦
労
は
心
の

ぜ
い
肉
を
落
と
し
て
く
れ
ま
す
。

　

夢
を
持
つ
と
い
う
こ
と
は
、
自
分
の
能

力
を
１
０
０
㌫
以
上
発
揮
す
る
原
動
力
に

な
り
ま
す
。

　

夢
を
持
っ
て
努
力
し
た
人
だ
け
が
、
自

分
の
限
界
を
超
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。

全日本空輸㈱　ボーイング 777 機長

谷内幸夫さん（柳田出身）

Yachi Yukio

夢
を
持
つ
こ
と
が
、
自
分
の
能
力
を

発
揮
す
る
原
動
力
に
な
る
―
。

PROFILE

【やち・ゆきお】
柳田中学校時代にパイロットを夢見
る。宇出津高校、東海大学工学部を
経て、航空大学校（宮崎県）に入学。
平成元年 12 月、全日本空輸㈱にパ
イロットとして入社し、平成 11 年
からボーイング 777 機長。現在は
後進たちを育成する機長昇格訓練も
担当する。東京都江東区在住、46 歳。

小

航

夢

パ
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　10 月 18 日、親子児童・全国有名凧・能登ふれあい凧あげの
3 部門に分かれて柳田植物公園で行われた全国凧あげ能登大会。
合併後５回目となったこの大会には、全国各地から凧愛好家な
ど 200 人が集い、さまざまな形、そして色とりどりに作られ
た凧をあげて能登の空を彩りました。
　午後から行われた能登ふれあい凧あげの部では、町内の凧仲
間が自分たちで作り上げた自慢の大凧で競い合います。この日
は、能登のきまぐれな風に翻

ほんろう

弄されてなかなか舞いあがりませ
んでしたが、何度も大空に挑む姿が印象的な大会となりました。

舞いあがれ！能登の風にのり
全国凧あげ能登大会 すばらしい演技を見せる劇団ふるさときゃらばんの団員

ミュージカル公演

　町初のミュージカル公演「地震カミナリ火事オヤジ」が９月
23 日、柳田小学校体育館で上演され、会場を埋めた 350 人が
迫真の演技に魅了されました。上演したのは東京都小金井市に
本部を置く「劇団ふるさときゃらばん」で、文化庁の「地域文
化芸術振興プラン推進事業」の支援を受け実現しました。
　このミュージカルは、災害現場で闘う消防団をテーマにした、
涙あり笑いありの感動物語です。酒元法子実行委員長は「多く
の皆さんにご観覧いただきとてもうれしい。今後も町の芸術文
化の振興にご協力をいただきたい」とあいさつしました。

消防団の大切さや友情を劇に

大凧を風にのせ大空へとあげる凧仲間

10 月
アナウンサーらしく、軽快な口調で話をする横田さん

誰もが安心して暮らせるまちに
能登町社会福祉大会

　第 1 回能登町社会福祉大会が、10 月 6 日に能都庁舎で行われ、
民生児童委員や社会福祉施設関係者など約 200 人が地域福祉
の増進に決意を新たにしました。
　式辞のあとに行われた町社会福祉協議会長表彰式では、功績
のあった 10 人と 2 団体に表彰が贈られました。受賞者を代表
して、多花楽会の形屋正義さんが「地域福祉に貢献できること
を励みに、誠心誠意勤めていきたい」とあいさつ。大会宣言の
朗読のあとは、フリーキャスターの横田幸子さんが「絆

きずな

の結び
なおし」と題して記念講演を行いました。

　町が策定中の「バイオマスタウン構想」への理解を深めても
らうバイオマスミニ講演会が、10 月 9 日に能都社会福祉会館
で行われ、約 60 人の地域住民などがバイオマスへの理解を深
めました。講師の前川孝昭筑波大名誉教授は「微

び さ い そ う る い

細藻類が日本
の食料・エネルギー危機を救う」と題し、太陽光や発光ダイオー
ドなどを使用して藻類を培養し、抽出した藻油などを航空燃料
や食品の原料として活用する研究を紹介しました。
　前川氏は、廃校プールや耕作放棄地などを培養先として「誰
でも燃料を作ることができる新しい産業」だと提案しました。

新産業につながるバイオマス
バイオマスミニ講演会

　能登町戦没者追悼式と、遺族連合会が主催する慰霊祭が 10
月 9 日、内浦第 2 体育館で行われ、遺族や関係者など約 250
人が出席しました。
　日清戦争以来、戦争で亡くなった 1455 柱の霊を慰める追悼
式。持木町長は「今日の繁栄の影に、尊い犠牲があったことを
忘れず、次の世代に語り継いでいきます」と式辞を述べました。
　追悼式のあとに行われた慰霊祭は神式で行われ、宮司らのも
とで厳粛に神事が執り行われました。遺族連合会の益田英治会
長は「今後も町の発展に貢献していきたい」と話していました。

玉ぐしをささげる遺族連合会の皆さん

戦争を振り返り平和を誓い合う
戦没者追悼式・慰霊祭

地元住民とギョーザ作りをする浅井さん（写真左）

多文化共生推進事業

　10 月１日、県から「多文化共生推進員」に委嘱された中国
大連市出身の浅井麗華さん＝桐畑＝が、当目集会所で地域の人
たちと本場中国のギョーザづくりを行いました。
同推進員は、町民と在住外国人が共に暮らしやすい地域をつく
るため、本年度は奥能登４市町を県のモデル地区として、各市
町に２人ずつ配置されています。
　この日は巣ヶ前老人クラブが月に１度開く「お楽しみ会」で、
地元ボランティアの女性４人と協力して 150 個のギョーザを
作り、集まったお年寄りたちと味わいながら交流を深めました。

本場のギョーザで地域と交流

地球温暖化の防止や地域経済に貢献すると話す前川氏

　菅原神社の秋祭り、白丸曳山祭りが 9 月 25 日に行われました。お祓
いを受け神社を出発した 2 基の曳山は、大きなかけ声を響かせる担ぎ手
と共に街中を練り歩きます。この曳山祭りは、化粧をして着飾った男の
子が唄い、踊る「きやらげ」も見所の１つです。
　この日は、北陸大学の中国人留学生 10 人も祭りに参加。法被を身に
まとい、力強く曳山を引くなどして町の文化に触れました。

▲ 曳山の方向転換に力がはい
る担ぎ手たち

▲中国人留学生が「きやら
げ」を唄う子どもたちをは
やしたてる。子どもたちは
神の使いとされ、家々の移
動の際もおんぶされ、地面
に足をつけない。

曳山に豊作の願いを込めて
白丸曳山祭り



まちからのお知らせ＆ニュース
INFORMATIONINFORMATION

まちからのお知らせ＆ニュース

【能登町役場】☎62-1000（代）　

能都庁舎（FAX62-4506）
　総務課☎62-8510
　企画財政課☎62-8503
　監理課☎62-8504
　税務課☎62-8505
　収納対策室☎62-8506
    環境対策課☎62-8507

　能都サービス室☎62-8500
　ふるさと振興課☎62-8532
　海洋深層水対策室☎62-8533
　会計課☎62-8509

柳田庁舎（FAX76-0039）
　広報情報推進課☎76-8301
　農林水産課☎76-8302
　柳田サービス室☎76-8300

　農業委員会☎76-8303
　建設課☎76-8304

内浦庁舎（FAX72-2108）
　町民課☎72-2501
　健康福祉課
　（児童保育）☎72-2512
　（医療介護）☎72-2502
　（福祉庶務）☎72-2503

　（健康推進）☎72-2504
　（包括支援）☎72-2513
　内浦サービス室☎72-2500
　下水道課☎72-2507　
　水道課☎72-2508
　学校教育課☎72-2509
　生涯学習課☎72-2510
　
議会庁舎　議会事務局☎76-8310

ユネスコ無形文化遺産ニュース町有財産売却

ごみ処理

日本年金機構

お知らせ

お知らせ

お知らせ

　平成 21 年 9 月 30 日、世界に介在する無形文化遺
産を、人類共通の遺産として保護することを目的とし
た「ユネスコ無形文化遺産」に、「奥能登のあえのこと」
が登録されました。登録を受けて、奥能登のあえのこ
と保存会会長の持木一茂町長は「『あえ（もてなし）』
の心を大切に、ユネスコ無形文化遺産に登録されたこ
とを誇りに思い、奥能登全体で協力しあいながら、子々
孫々へと伝えていきたい」と話しました。
　町は、登録を記念して次のことを行っています。

●記念懸垂看板掲揚　
　（能都庁舎）
●ユネスコ無形文化遺産登
録記念展

〈期日〉12 月 12 日㈯まで
〈場所〉柳田教養文化館

　今後は、現状調査や保存
活動などを奥能登 4 市町
および関係する皆さまと進
めていきます。

「奥能登のあえのこと」が世界無形遺産に

問生涯学習課   ☎ 72-2510

町有財産（土地）を申し込み先着順で
売却します

ごみの焼却・野焼きは禁止されています

日本年金機構が 1 月 1 日からスタート

問監理課  ☎ 62-8504

問環境対策課  ☎ 62-8507

〈物件の位置〉
・能登町字姫（上野台地）　13 区画
・能登町字小木（町営住宅跡）　5 区画
・能登町字石井（保育所跡地）　2 区画
※物件の詳細については、町ホームページまたは監
理課までお問い合わせください。

　「隣の空き地でごみを燃やしていてにおいがする」
「焼却炉で燃やしていて煙が迷惑」といった、ごみの
野外焼却 ( 野焼き ) に関する苦情が多く寄せられます。
　ごみを燃やすと、悪臭や煙が家に入ったり洗濯物な
どについたりといった近隣住民とのトラブルだけでな
く、ダイオキシン類などが発生し、人体への影響が心
配される場合があります。
　家庭や事業所から出たごみの基準外焼却炉等 ( ドラ
ム缶・ブロック積も含む ) を使用しての焼却や野焼き
は法律で禁止されています。
　定められた処理方法で適正に処理しましょう。

　国民の皆さまの信頼に応え、一層のサービス向上の
実現を目指して、社会保険庁は来年 1 月 1 日から「日
本年金機構」として生まれ変わります。現在ある社会
保険事務所は、新たに「年金事務所」と名称が変わり
ますが、引き続き年金相談窓口として利用できます。

11 月の納期

消防関係

税金

お知らせ

国民健康保険税第５期の納期限は
11月30日㈪です

問税務課☎ 62-8505

秋の全国火災予防運動を実施します

〈期間〉11 月 9 日㈪～ 11 月 15 日㈰までの７日間
〈平成 21 年度全国統一防火標語〉

　「消えるまで　ゆっくり火の元　にらめっ子」

住宅防火　いのちを守る　７つのポイント
３つの習慣
①寝たばこは絶対やめる　②ストーブは燃えやすい物
から離れた位置で使用する　③ガスこんろなどのそば
を離れるときは必ず火を消す
４つの対策
①逃げ遅れを防ぐため、住宅用火災警報器を設置する
②寝具、衣類、カーテンからの火災を防ぐため、防炎
品を使用する　③火災を小さいうちに消すため、住宅
用消火器などを設置する　④お年寄りや身体の不自由
な人を守るため、隣近所の協力体制をつくる

〈パレード〉期間中に能登町一円を消防団車がサイレ
ンを鳴らしながら防火パレードを実施します。皆さん
のご協力をお願いします。

教育委員会教育長人事

新しい教育長に中口憲治氏

 （就任のあいさつ）
　10 月 1 日に開催された能登町
教育委員会において、教育長に任
命されました。関係各位のご支援
に深く感謝を申し上げます。
　少子高齢化の流れの中で、次代
を担う子どもたちの育成、生涯学
習活動の充実は、町にとって大変

重要であると認識しております。
　町の財政事情は依然として厳しい状況ではあります
が、教育環境や社会教育環境の整備充実を図り、その
活動を支援することで、地域住民の皆さまと力を合わ
せて能登町づくりに努力いたす覚悟であります。皆さ
まのご指導ご鞭撻をよろしくお願い申し上げます。

【なかぐち・けんじ】昭和 51 年 4 月に旧内浦町役場に入庁。旧

内浦町住民福祉課長、能登町健康福祉課長、内浦庁舎長などを

歴任。字上在住、57 歳。

高齢者自転車大会

消防関係

ポスターコンクール

ニュース

ニュース

ニュース

小正勲さん（内浦シルバー
チーム　 ）が個人優勝

柳田分団に新しい消防ポンプ自動車

能登警察署防犯・交通安全ポスター

　9 月 26 日にかほく市で開催され
た交通安全高齢者自転車大会（県交
通安全協会、県警本部共催）の個人
の部で、宮犬の小正勲さん（69）が
優勝しました。
　28 日には、指導員やチーム仲間
と能登警察署を訪れ、坂下署長に優勝を報告しました。

　老朽化が激しかった柳田分団のポンプ自動車が 8
月 29 日、新車両（CD-1 型・4WD）に更新されました。

　新しい車両は、
全長 5.8 ㍍、乗車
定員 8 人、放水能
力 毎 分 2,610 ㍑、
150 馬力、寒冷地
仕様、四輪駆動と
いう性能です。

　町内の小学 5・6 年生を対象に防犯や
交通安全をテーマとしたポスターを募
集したところ、134 点の作品が集まり
ました。入賞者は次の皆さんです。

【防犯部門】最優秀賞冨田彩加（宇出津
小）優秀賞濱田茉優（同）、藤巻玲奈（同）
佳作坂未遥（同）、二又宥斗（同）、平
井千夏（鵜川小）

【交通安全部門】最優秀賞新村真由（小
木小）優秀賞池崎駿作（宇出津小）、
吉田萌莉（柳田小）佳作川端如菜（松
波小）、小谷内優志（真脇小）、中田
美歩（柳田小）

問能登消防署☎ 62-0492

冨田さん

新村さん

問能登消防署柳田分署  ☎ 76-0085

未

142009.11  № 5715



2009.11  № 5717 16

【入札結果】
9月16日～10月15日

件　  名 場所 担当課 契約額（税込） 落札者

町道宇出津 10 号線　舗装工事 宇出津 建設課 27,720,000 北川ヒューテック㈱

屋内テニスコート（ウエーブのと）整備工事 藤波 生涯学習課 23,205,000 丸建道路㈱

健民テニスコート（16 面）整備工事 藤波 生涯学習課 17,850,000 北川ヒューテック㈱

柳田地区簡易水道再編推進事業　
配水管布設工事（百万脇地内）2 工区

柳田 水道課 11,655,000 北能産業㈱

瑞穂地区給水区域内無水源地域簡易水道事業　
本木配水管布設工事

本木 水道課 16,590,000 山本鉄工所

能登町役場内浦庁舎改修工事 松波 健康福祉課 22,785,000 ㈱西中建設

能登町立鵜川中学校　耐震補強改修実施設計業務委託 鵜川 学校教育課 5,355,000 ㈱Ｔ．Ｏ．Ｎ．Ｅ

矢波浄水場薬品注入設備改修工事（機械・電気工事） 矢波 水道課 18,900,000 ㈱柿本商会

石井・国光工区　用水路整備工事 石井・国光 農林水産課 5,145,000 ㈲干場重機建設

林道赤畑線開設工事 当目 農林水産課 16,065,000 ㈲渡瀬建設

道路 1 号線照明灯設置工事 宇出津 建設課 5,160,750 北陸電気工事㈱　能登営業所

観
光
・
旅
行
の
新
し
い
形

「
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
に
つ
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て
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え
る
12
回
の
シ
リ
ー
ズ

⑪
先
進
事
例
に
学
ぶ

　
「
や
ん
ば
る
自
然
塾
」

広報紙では、契約金額が500 万円以上の入札結果を掲載しています。全入札結果は
町ホームページに掲載していますので、ご覧ください。　　　問監理課☎62-8504
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◆柳田・鵜川コース（会場行き）
バス停名 朝の便 昼の便

柳田 8:00 12:00
上町公民館前 8:05 12:05
中又 8:08 12:08
鵜川口 8:30 12:30
能都七見 8:33 12:33
矢波弁天 8:36 12:36
波並駅前 8:39 12:39
藤波駅口 8:42 12:42
能都庁舎 8:45 12:45
能都体育館 8:50 12:50

◆内浦コース（会場行き）
バス停名 朝の便 昼の便

内浦庁舎前 8:00 12:00
能登上 8:05 12:05
能登不動寺 8:10 12:10
宮崎 8:17 12:17
新村 8:20 12:20
能登新保 8:24 12:24
九十九湾 8:27 12:27
小木港 8:30 12:30
縄文真脇温泉口 8:35 12:35
本小浦 8:40 12:40
羽根漁港 8:45 12:45
能都庁舎 8:50 12:50
能都体育館 8:55 12:55

◆帰りの便（両コースとも行きと逆回り）
7 日㈯
能都体育館発① 11:00　② 15:00
8 日㈰
能都体育館発① 11:00　②芸能発表終了後

◆会場相互間の移動（8 日のみ）
能都体育館発① 10:00 ② 14:00 →能都庁舎
能都庁舎発① 10:00 ② 14:00 →能都体育館

マイクロバス運行時刻表
（停車は路線バスなどのバス停です）

第
5
回
能
登
町
民 ７
・
８

11／
土

日
芸術（展示）部門
　会場：能都体育館
　日時：7 日 9:00 ～ 17:00
　　　　8 日 9:00 ～ 15:00
芸能発表
　会場：能都庁舎 4 階ホール
　日時：8 日 9:00 ～ 16:00 ごろ
茶道部門
　会場：山村開発センター
　　　　（能都体育館隣）
　日時：7 日：9:30 ～ 15:30
囲碁部門
　会場：宇出津公民館
　日時：7 日 9:30 ～
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○輪島かにまつり～ 2009 ～
〈日時〉11 月 15 日㈰ 9:00 ～ 14:00
〈会場〉輪島市マリンタウン特設会場
〈内容〉輪島港で水揚げしたカニをその場で

浜茹でして即売。カニ汁、カニ飯、炭火焼コー
ナーなどカニづくしの会場に、ぜひお越しくだ
さい。問実行委員会☎ 0768-22-1485

○珠洲焼資料館
〈開館日〉年末年始を除く毎日
〈開館時間〉9:00 ～ 17:00 

珠洲ビーチホテルの横にある珠洲焼資料館
では、能登の輝ける時代を支えたやきものの
歴史をたどることができます。入館料は一般
310 円、小学生から高校生は 150 円。
問市立珠洲焼資料館☎ 82-6200

○復興市
〈日時〉11 月 14 日㈯ 9:00 ～ 14:00
〈場所〉穴水商店街駐車場

　穴水町で採れた野菜や商店街からの出店で
賑わいます。今年最後の市となりますので、
どうぞお越しください。

能登町からは「鵜川のイドリ祭り」を紹介。

輪
島
市

珠
洲
市

穴
水
町

※大会案内や結果は、主催者、学校、スポーツ少年
　団などからの報告により掲載しています。

尾形結・岡野・山本）　③雄志館 B（松
井・岩谷・和田・出村・久田）

〈個人 3 年〉①尾形怜雅　②松井幹太
③山口海里

〈個人 4 年〉③川端優也
〈個人 5 年〉②尾形結熙　
〈個人６年〉①山本達也
〈個人中学生〉①東手翔太　②新田優

斗　③和田拓巳

第 ５ 回 能 登 町 民 ソ フ ト テ ニ ス 大 会
（10/18）
〈ミックスの部〉①向平巧・吉延孝治

②坂尻春美・辻口由美子　③笠原春雄・
中村真子　③川口翔太・平沼賢也

第 24 回山田杯争奪ソフトテニス選手
権大会（10/18）

〈一般男子の部〉②道地亮太・下畠慎
也　③高宮大介・坪根俊幸

■鵜川中学校
富山ジュニアオープンソフトテニス大会

（9/19）
〈男子団体〉①

能登町スポーツ少年団指導者研修会

〈日時〉11 月 29 日㈰ 8:30 ～ 12:00
〈場所〉内浦スポーツ研修センター
〈内容〉① AED を用いた心肺蘇生法

　　　  ②テーピングの仕方
〈申込期限〉11 月 20 日㈮

問内浦体育館 ☎ 72-0200

第 8 回 奥 能 登 地 区 少 年 柔 道 大 会
（10/18）
〈団体戦〉②雄志館 A（尾形怜・川端・

〈男子個人〉①大屋健一・清水寛生　
③下畠雅大・仙福和弥

〈女子団体〉①
〈女子個人〉①橋本遥・中田依緒里　

②山下藍里・道地佑李　③山本未来・
石井明希　③井田真季・久山亜衣

全 能 登 新 人ソフトテニス大 会 団 体 戦
（10/3）
〈女子団体〉①（橋本・中田、井田・道地・

山下・久山、山本・石井）

全 能 登 新 人ソフトテニス大 会 個 人 戦
（10/10・11）
〈男子〉②大屋健一・清水寛生
〈女子〉①橋本遥・中田依緒里　③山

本未来・石井明希　③井田真季・道地
佑李

　9 月 27 日から 29 日にかけて、新潟県で行われた第
64 回国民体育大会相撲競技に石川県代表として出場
した坂下昭徳さんが、成年男子個人戦・団体戦ともに
3 位という好成績を残した。石川県代表は、少年男子
の成績を含めて、総合優勝に輝いた。
　「県代表の勢いをもらって良いリズムで相撲が取れ
ました」と大会を振り返る坂下さん。団体戦では 7 戦
6 勝、個人戦でも 3 位決定戦で昨年の※アマチュア
横綱を破るなど快進撃を見せた。
　次は 12 月 6 日に両国国技館で行われる全日本相撲
選手権大会。「アマチュア横綱です。今年は体も良く
動くので、その最大のチャンスがやってきたと思って
います」と意気込みを語る。心・技・体充実の時を迎え
た今、その最大の目標アマチュア最高峰に挑む。

※アマチュア横綱：全日本相撲選手権の優勝者がそう呼ばれる

スポーツ
カルチャー

案内＆結果

Let's
 Enjoy Sports

 and  cultu
re

中
央
図
書
館 （
宇
出
津
公
民
館
内
）

　
　
　

☎
62
ー
３
４
５
８

11 月の新刊案内

　獣の奏者（探求編）（完結編）　上橋菜穂子　
　新参者　東野圭吾
　ダブル・ジョーカー　柳 広司　
　子連れ侍平十郎 俺も武士　鳥羽 亮
　殺気　雫井脩介
　道誉と正成　安部龍太郎

行事あんない

　■おはなし会　　　14 日㈯・18 日㈬ 14:30
　■おはなし学習会　11 日㈬ 19:30
　■おはなし勉強会　15 日㈰ 13:30 
　■読書会　　　　　25 日㈬ 13:30

〈開館時間〉水～日曜日 9:00 ～ 17:00
〈休館日〉月曜日、火曜日、祝日、  月末（図書整理日）

こどもみらいセンター　☎ 62-1503　★：対象未就園児の親子

◆開館時間 9:15 ～ 17:00　◆休館日  月曜日、第３日曜日
6 日㈮ 10:30　★子育て教室

18 日㈬ 15:30　ニュースポーツ大会（小学生以上）
20 日㈮ 10:30　★ぴよぴよタイム
21 日㈯ 10:00　ごいた大会
21 日㈯ 11:30　もちつき会
27 日㈮ 10:30　★身体測定

まつなみキッズセンター　☎ 72-0269
◆開館時間 10:00 ～ 18:00　◆休館日  日曜日、月曜日
11 日㈬ 15:00　もみじミニお茶会
13 日㈮ 15:30　ペン上手（硬筆学習）
18 日㈬ 15:00　おやつ（カナッペ）作り　※ 松波公民館と合同開催
21 日㈯ 14:00　読み聞かせボランティア「ひまわり」
27 日㈮ 15:30　ペン上手（硬筆学習）

※5 日・12 日・19 日・26 日㈭ 10:00  児育て教室

 半島へ、ふたたび
  ■蓮池薫

新潮ドキュメント賞受賞作品。
 初めて訪れたソウル。初めて明か

  す、北朝鮮、拉致への思い。

 日本人の知らない日本語
  ■蛇蔵＆海野凪子
日本語学習が楽しく身につく、
65 万部突破の大ベストセラー。

182009.11  № 5719
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公立宇出津総合病院
だより

公立宇出津総合病院
だより

☎ 62-1311
http://www.hospitalnet.jp/

診療情報は、病院ホームページで確認できます。

1歳6カ月健診
〈日　時〉11 月 5 日㈭　〈受付時間〉13:00 ～ 13:20
〈場　所〉能都庁舎  1 階集会室
〈対象児〉平成 20 年 2 月 6 日～ 3 月 31 日生まれ
〈持ち物〉母子健康手帳、健診おたずね票
〈担当医〉小児科医師・歯科医師・歯科衛生士・保健師・

　　　　  栄養士・保育士

3歳児健診
〈日　時〉11 月 26 日㈭　〈受付時間〉13:10 ～ 13:30
〈場　所〉能都庁舎  4 階大集会場
〈対象児〉平成 18 年 7 月 23 日～ 9 月 8 日生まれ
〈持ち物〉母子健康手帳、健診おたずね票、採尿容器
〈担当医〉小児科医師・歯科医師・歯科衛生士・保健師・ 

　　　　  栄養士・保育士

離乳食教室（離乳食バイキング）
～ 3 回食から幼児食に向けて編～

〈日　時〉11 月 13 日㈮　〈受付時間〉10:00 ～ 10:20
〈場　所〉こどもみらいセンター
〈持ち物〉母子健康手帳、エプロン、子ども用スプーン
〈担　当〉保健師・栄養士

ポリオ生ワクチン投与
〈対　象〉生後３カ月から 90 カ月でポリオワクチンを２回

　　　　   投与していないお子さん
〈日　時〉11 月 17 日㈫　〈受付時間〉13:10 ～ 14:00
〈場　所〉能都庁舎  1 階集会室　〈担　当〉中沢医師
〈持ち物〉母子健康手帳、予診票（忘れた場合接種できません）

65歳以上の人の季節性インフルエンザ予防接種
〈接種期間〉11 月 2 日～ 12 月末（年末の医療機関終了日まで）
〈接種場所〉町内医療機関ほか（必ず事前に予約してください）

※今月配布のチラシに書いてある医療機関以外で接種する
場合は健康福祉課まで連絡してください。

〈料　金〉1,500 円（生活保護世帯の人は無料です。接種前
に健康福祉課まで申請してください。）
※詳しくは今月配布するチラシをご覧ください。

　

■みんなで救急医療を守ろう！

・救急医療の現状
　通常の診療時間内でも受診できるのに「仕事を休めない」
などの理由で、休日・夜間に救急病院を受診したり、緊急
性がないのにタクシーの代わりのように救急車を呼ぶ人が
増えています。またその逆に、救急車を呼ばなければなら
ないのに、我慢して処置が遅れるという場合もあります。救
急医療が必要な人が、迅速な医療を受けることができるよう、
日ごろから適切な受診を心掛けるよう協力をお願いします。

・こんな時はすぐに救急車を
①呼び掛けても、肩をたたいても反応がない。（意識がない）
②けいれんが止まらない。
③呼吸がない、呼吸困難な状態。
④激しい痛み（頭痛、胸痛、腹
　痛など）がある。
⑤大量の出血、出血が止まらな
　い。
⑥顔のゆがみ、腕や足が思うように動かない、舌のもつれが
　みられる。
※救急車を呼ぶ時は、落ち着いて住所や名前、症状など、　
　消防署から聞かれることに簡潔に答えください。

■夜間小児救急電話相談「＃８０００」

　夜間に急な病気や事故で具合の悪いとき、どのように対処
すればよいか、電話で小児科医などがアドバイスします。

【電話相談受付時間】
　18:00 ～ 23:00（365 日実施します）

【電話番号】
　「#8000」または「076-238-0099」
※詳しくは…
石川県健康福祉部地域医療推進室　☎ 076-225-1449

■心臓血管外科外来の診療日が変更になりました

　診療日　毎週火・木曜日（どちらも午前のみ）

11 月の診療日

3 日㈫ 清澤先生 5 日㈭ 秋田主任教授

10 日㈫ 清澤先生 12 日㈭ 四方教授

17 日㈫ 清澤先生 19 日㈭ 休診

24 日㈫ 清澤先生 26 日㈭ 四方教授

　新型インフルエンザは感染力は強いですが、多くの感染
者は軽症のまま回復しています。ただし、基礎疾患（糖尿
病、ぜん息など）を有する人や妊婦は、重症化する可能性
があります。重症化する可能性のある人は、ワクチンを接
種することで死亡、重症化の防止に一定の効果が期待され
ています。

◇次の医療機関で接種できます。（要予約）
公立宇出津総合病院、小木診療所、はしもとクリニック、
柳田温泉病院、千間内科クリニック、升谷医院、生垣医院、
直井医院、瑞穂診療所、持木メディカルクリニック
※主治医がいる場合は、あらかじめ相談してください。
◇接種費用は実費です。
1 回目 3,600 円　２回目 2,550 円（同一医療機関の場合）
生活保護世帯、非課税世帯は費用を町で負担します。領収
書と接種済証を添えて健康福祉課に申請してください。

子宮がん検診（20 歳以上） 乳・甲状腺がん検診（40 歳以上）

公立宇出津総合病院 月曜日の午前
（11 月 2、9、16、30 日） 月～金曜日の午前

中沢産婦人科医院 月～金曜日の午前中 ×

  　　※料金：子宮がん検診　700 円　　乳・甲状腺がん検診　1,000 円　　　　　　問健康福祉課健康推進係　☎ 72-2504

　11 月 30 日㈪まで、医療機関で女性がん検診を実施しています。
　昨年度、検診を受けていない人は診療日を確認し、予約してから受診しましょう。

1 日㈰ 　3 日㈫ 8 日㈰ 15 日㈰ 22 日㈰ 23 日㈪ 29 日㈰

小西医院
（珠洲市正院町） 

☎ 82-8300

千間内科
クリニック

（能登町宇出津）
☎ 62-1001

あいずみ
クリニック

（珠洲市飯田町）
☎ 82-0002

升谷医院
（能登町松波）

☎ 72-1151

大貫眼科医院
（珠洲市上戸町）

☎ 82-0017

持木メディカル
クリニック

（能登町宇出津）
☎ 62-1210

田 中 ク リ ニ ッ ク
（珠洲市野々江町）

☎ 82-0500

定梶医院
（輪島市門前町）
☎ 0768-45-1351

大和医院
（輪島市門前町）
☎ 0768-43-1323

舩木クリニック
（輪島市釜屋谷町）

☎ 0768-23-0866

粟倉医院
（輪島市町野町）
☎ 0768-32-0018

尾張内科
クリニック

（穴水町此木）
☎ 0768-52-1515

伊藤医院
（輪島市門前町）
☎ 0768-42-0262

宮下医院
（輪島市三井町）
☎ 0768-26-1311

新型インフルエンザに関する相談は、役場健康福祉課 健康推進係☎ 72-2504 まで

※都合により当番医が変更になる場合がありますので、あらかじめ電話してから受診してください。

接種する場所、費用はワクチン接種の対象は

接
種
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月

医療従事者

妊婦

基礎疾患（最優先）

基礎疾患（その他）

幼児（1 歳～就学前）・小学 1 ～ 3 年生

1 歳未満児などの保護者・小学 4 ～ 6 年生

中・高校生、高齢者に順次接種

国内産ワクチン
輸入ワクチン

ワクチン接種の優先順

　介護についての理解と認識を深め、介護サービス利用
者とその家族、介護従事者などを支援し、これらの人た
ちを取り巻く地域社会における支え合いや交流を促進す
るため制定された介護の日。皆さんもこの機会に、介護
への理解と認識を深めてみませんか。
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11 ～ 17 日は「税を考える週間」

【小・中学生の「税についての作品展」】
役場能都庁舎２階ロビー

〈日時〉11 月 11 日㈬～ 17 日㈫
能登空港ターミナルビル２階

〈日時〉11 月 19 日㈭～ 23 日㈪
【無料税務相談会】
〈日時〉11 月 15 日㈰

　　　  10:00 ～ 12:00、13:00 ～ 16:00
〈場所〉ワイプラザ（輪島市）
〈相談担当者〉北陸税理士会輪島支部
【年末調整説明会（能登町対象）】
〈日時〉11 月 20 日㈮ 10:00 ～ 12:00
〈場所〉能登空港ターミナルビル 41

会　　　  議室
問輪島税務署☎ 0768-22-2242

町のPTA 連合会による研究大会

〈日時〉11 月 15 日㈰ 8:45 ～ 12:00
〈場所〉松波中学校体育館
【功労者表彰】

感謝状授与など
【松波中学校 PTA 実践発表】
〈テーマ〉「親子のふれあいを深める活

　　　　　動を大切にする取り組み」
【講演会】
〈演題〉「共有～共に育つということ～」
〈講師〉今村克彦氏

　　　 （関西京都今村組最高顧問）
PROFILE（いまむら・かつひこ）
　自らを「共有者」と名乗る。それが
彼の一番の信念である。
　2006年、「共有者」としてあるた
めに 24年間勤める安定した公務員「教
師」を捨てた。彼の言う「教育」とは
教え育てるものではなく、共に育ち
合うものであり、このキーワードの
もと、地域の人々をつなぐため、踊
り講習・イベントや祭りなど、さまざ
まな行事を紡ぎ出すプロデューサー
として活動。
問能都中学校☎ 62-0163

「そこに行きたくなる音」大募集

　奥能登の「そこに行きたくなる音」
を募集します。豊かな自然や風土、

祭りや太鼓などの文化、そのほか生
活の音などがテーマです。

〈応募形態〉①スライドショー　
　　　　　  ②音声と静止画

〈応募締切〉第1 期：12 月末日
〈応募特典〉採用された人から抽選で 5

人にデジタルフォトフレームを進呈
※応募に関しての詳しい内容などは

「うぇるかむ奥能登」ホームページ　
http://www.okunoto-ishikawa.net/
問奥能登ウェルカムプロジェクト推進
　協議会事務局　☎ 0768-26-2303

11 月は労働保険適用促進月間

　常用労働者を 1 人以上雇用する事業
主は、すべての労働保険に加入しなけ
ればいけません。また 1 週間の所定労
働時間が 20 時間以上のパート労働者
も一定の条件を満たせば、雇用保険の
適用対象となります。
　まだ労働保険（雇用保険・労災保険）
に加入していない事業主は、早急に加
入の手続きを取ってください。　
 問輪島公共職業安定所能登出張所
　☎ 62-1242

「労働時間適正化キャンペーン」

　長時間労働抑制のため、平成 22 年
4 月 1 日から改正労働基準法が施行さ
れます。
　労働時間相談ダイヤル（無料）
　☎ 0120-794-713

太陽光発電の買取制度が変わる

　11 月から、太陽電池を使い家庭で
作られた電力の余った部分を、国が設
定したこれまでより高い価格で、10
年間電力会社に売ることができます。
　買取りにかかった費用は、電気利用
者全員（事業所・一般家庭）で負担す
る「全員参加型」の制度となっていま
す。この制度により、日本の太陽光発
電導入量を拡大し、エネルギー源の多
様化に加え、温暖化対策や経済発展へ
の大きな貢献が期待されています。　
　※制度開始当初は 1kw 時 48 円
 問資源エネルギー庁太陽光発電買取
 　制度室☎ 03-3501-1511

  講  座・講  習

地域づくり支援講座は受講無料

　石川県健康の森総合交流センター
で、次の講座を開催します。受講は無
料で予約も必要ありません。

「七尾湾～もう一つの能登」
〈日時〉11 月 6 日㈮ 18:20 ～ 19:50
〈講師〉森山奈美氏

　　　  （㈱御祓川・代表取締役）
「里山の活用としてのマツタケ山づくり」
〈日時〉11 月 20 日㈮ 18:20 ～ 19:50
〈講師〉吉村文彦氏

　　　  （マツタケ十字軍・代表）

問能登里山マイスター能登学舎
　☎ 88-2568

福祉のしごと就職準備講習開催

　福祉の仕事に就きたいけど自信が
ない、以前福祉の仕事をしていたけ
どブランクがあり再就職が不安とい
う人のため、福祉の仕事に関わる知
識と技術を確認するための講習会を
開催します。参加は無料です。

【パソコン講習】
〈日時〉11 月 1 日㈰、15 日㈰
〈場所〉金沢勤労者プラザ
【保育講習】
〈日時〉11 月 27 日㈮
〈場所〉石川県社会福祉会館
【介護技術講習】
〈日時〉12 月 3 日㈭、4 日㈮
〈場所〉石川県立図書館

問県福祉人材センター
　☎ 076-234-1151

求職者はぜひ聞いてみませんか

　今までに体験してきた仕事の楽し
みや苦労話を聞いてみませんか。

〈日時〉  11 月 18 日㈬　14:00 ～ 16:00
〈場所〉国民宿舎能登やなぎだ荘
〈テーマ〉西を示す木をもて

～自分自身を見つめ直し信念を持っ
た人生を取り戻そう～

〈講師〉松本孝一氏（月の友宇出津店長）
〈対象〉町内で働きたい人、就職して

間もない人、町内企業主など
問町雇用創出連絡協議会 ☎ 62-4154

企業向け人材採用セミナー開催

　中途採用の成功する秘訣をこのセ
ミナーで探ってみましょう。

〈日時〉  11 月 12 日㈭　14:00 ～ 16:00
〈場所〉能登町商工会２階
〈テーマ〉賃金、助成金、労働相談事例
〈講師〉小坂信孝氏（社会保険労務士）
〈対象〉企業主、企業の人事担当者、

　　　   興味のある人
問町雇用創出連絡協議会 ☎ 62-4154

自然素材であんどんをつくろう

　磯で集めた海藻などの自然素材を
使って行灯（あんどん）を作ります。

〈日時〉11 月 14 日㈯  13:30 ～ 15:30
〈場所〉のと海洋ふれあいセンター
〈定員〉20 人（小学校以下の人は保護

者同伴でお願いします）
〈参加費〉無料（高校生以上は 200 円）

問のと海洋ふれあいセンター
　☎ 74-1919

 
 募　集

陸上自衛隊の生徒を募集します

〈採用種目〉陸上自衛隊高等工科学校
　　　　　   生徒

〈採用数〉約 250 人
〈応募資格〉平成 22 年 4 月 1 日現在

で満 15 歳～満 17 歳未満の日本国籍
を有する男子

〈応募期日〉平成 22 年 1 月 8 日㈮まで
〈試験日〉平成 22 年 1 月 23 日㈯

問自衛隊能登地域事務所
　☎ 0768-52-4175
問町総務課　☎ 62-8510

 相　談

家庭教育やＤＶで悩んでいたら 

能登町なんでも相談「カナリア」

相談電話番号☎ 76-2874

〈相談日時〉毎週火、木曜日
　　　　　  10:00 ～ 14:00
※祝日、年末年始、お盆時期は休み
　です。

能登法律相談センターの相談日 

〈11 月〉5 日、12 日、19 日、26 日
　　　　（木曜日）

〈時間〉13:45 ～ 16:15（要予約）
〈場所〉穴水町保健センター
〈申し込み〉相談日前日の午後 5 時ま

でに電話で予約ください。
〈相談料〉30 分以内：5,000 円

問金沢弁護士会 ☎ 076-221-0242

女性の人権問題の解決をはかる

　夫・パートナーからの暴力やストー
カーなどは、依然として数多く存在し
ます。これらの女性をめぐるさまざま
な人権問題の解決をはかるため、金沢
地方法務局・石川県人権擁護委員連合
会では、全国一斉「女性の人権ホット
ライン」強化週間を実施します。

〈期間〉11 月 15 日㈰～ 21 日㈯
〈時間〉8:30 ～ 19:00  

 ※ 15 日、21 日は 10:00 ～ 17:00
〈相談担当者〉

法務局職員・人権擁護委員
全国共通ナビダイヤル
　☎ 0570-070-810

職場のトラブル解決をサポート 

　労働関係に関する事項で、個々の労
働者と事業主との間の紛争について、

「総合労働相談コーナーによる情報提
供・相談」「労働局長による助言・指
導」「紛争調整委員会によるあっせん」
などの解決援助サービスを提供。労働
者、事業主からの相談を受け付けます。
問 石川労働局企画室総合労働相談
コーナー☎ 076-265-4421

心配ごと相談をご利用ください 

■能都庁舎
　9 日㈪、19 日㈭ 10:00 ～ 12:00
■笹ゆり荘
　10 日㈫、24 日㈫ 10:00 ～ 12:00
■内浦福祉センター
　10 日㈫ 13:30 ～ 15:30
■小木支所　
　20 日㈮ 13:30 ～ 15:30
問社会福祉協議会 ☎ 72-2322

　県内の年間交通事故死者数は、最
少で昭和 31 年の 53 人です。
　石川県警察では、過去最少を目指
した「アンダー 50 作戦」などの各
種交通死亡事故抑止対策を実施して
います。
　今年は 10 月 1 日現在で、県内の
交通事故死者数は 38 人ですが、能
登町では「ゼロ」です。
　年末にかけて交通事故が多発する
この時期、次のことを守り町民一丸
となって「交通事故死ゼロ」を続け
ていきましょう。
○夕暮れ時の早めのライト点灯とト
　ンネル内でのライト点灯
○ シ ー ト ベ ル ト
　 の 全 座 席 着 用
　 と チ ャ イ ル ド
　 シ ー ト の 正 し
　い着用
○夜光反射材の有効活用
　（横断時に有効な側面貼付）

～交通安全スローガン～
 知らせよう ここにいるよと 反射材
　　問能登警察署☎ 62-1334

　児童虐待は、人格形成期にある児
童の心身に深刻な影響
を及ぼし、最悪の場合
は死に至る重大な問題
です。
 ○虐待と思ったら…
すぐに通報してくださ
い。あなたの連絡が子
どもを虐待から守ります。
※連絡者の秘密は守られます。
　　問能登防犯協会☎ 62-1334
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有料広告

広報のとは、有料広告スペースを設けて広告を募集しています。掲載を希望する場合は、広報情報推進課（☎ 76-8301）までご連絡ください。

紙類は資源です。その他紙の日に

　雑誌やチラシのほかに、包装紙、紙袋、
紙箱（ティッシュやお菓子の箱）も対象
です。※フィルムなどははずしてくだ
さい。　　　　問環境対策課☎ 62-8507

～ 11月の番組案内～

　　　　～舞え！歌え！能登町民文化祭～
　11 月 7、8 日に行われる第
5 回能登町民文化祭の模様を
数回に分けて放送します。
※詳しい放送日程は、決まり
次第「のとほっとらいん」で
お知らせします。

　議会放送や町内の祭りなどの特集番組は、ニュース「の
とほっとらいん」に引き続き放送しています。放送時間は、
その日の「のとほっとらいん」の放送内容などによって異
なりますので、正確な放送時間や詳しい番組内容などを
知りたい人は、広報情報推進課有線テレビ放送係までお
問い合わせください。　
　　　　　　             　　 問広報情報推進課　☎ 76-8301

今月のみどころ（特集番組） 特集番組の放送時間

時　分 月 火 水 木 金 土 日
　5：00

　6：00 みんないっしょにラジオ体操

　6：35 のとほっとらいん（月・火） のとほっとらいん（水・木） のとほっとらいん（金・土）

　7：00

　7：30 地域紹介番組・旅番組

　8：00 農政番組

　8：30 農林水産気象情報

　9：00 のびのびかんたんみんなで体操

　9：30 馬番組

  10：00 のとほっとらいん（月・火） のとほっとらいん（水・木） のとほっとらいん（金・土）

  10：30

  12：00 畜産番組 のとほっとらいん（金・土）

  12：30 のとほっとらいん（月・火） のとほっとらいん（水・木）

  13：00 全国ｃａｔｖ北か
ら南から  14：30

  15：00 のびのびかんたんみんなで体操

  16：30 のとほっとらいん
再放送（1 週前）  17：00

  17：30 農林水産気象情報

  18：00

  18：30 のとほっとらいん（月・火） のとほっとらいん（水・木） のとほっとらいん（金・土） のとほっとらいん
再放送（1 週前）  19：00

  19：30

  20：30 のとほっとらいん（月・火） のとほっとらいん（水・木） のとほっとらいん（金・土） のとほっとらいん
再放送（1 週前）  21：00

  21：30

  22：30 のとほっとらいん（月・火） のとほっとらいん（水・木） のとほっとらいん（金・土） のとほっとらいん
再放送（1 週前）  23：00

  23：30

  00：30 のとほっとらいん（月・火） のとほっとらいん（水・木） のとほっとらいん（金・土） のとほっとらいん
再放送（1 週前）　1：00

　2：00 放　送　終　了（翌 5：00 まで）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※ 空白の時間帯は文字放送が流れます

有線放送施設使用料

　今月の納期限 11 月 27 日㈮

こ せ き

の ま ど

9/15 ～ 10/14

人口（人） 21,551 － 23
男 10,141 －　7
女 11,410 － 16

世帯数（戸） 8,085 －　5

外国人登録者（人） 245
男 134
女 111

（前月比）

◉人口・世帯数 平成 21 年 10 月 1 日現在

個人情報保護のため、本人・ご家族の
希望があったものを掲載しています。
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　子どもたちが将来なりたい職業

で、常に上位にランクされるパイ

ロット。格好いいイメージの裏に

は、健康な身体、強じんな精神、

高度な専門知識が要求される厳し

い職業でもある。大場さんも谷内

さんも、決してあきらめずに努力

で夢をつかんだことは同じだ。

　能登町出身のパイロットはもう

一人。能登空港一番機の機長、宇

出津出身の濱田善明さんだ。現在

は機長の業務をこなしながら、若

手パイロットの養成に多忙な毎日

だという。残念ながら今回取材は

できなかったが、機会があれば濱

田機長の物語も伺ってみたい。

（（（
青
木
晃
淳　
　

波　

並

尾
﨑
千
紘　
　

京
都
府

坂
口
貴
紀　
　

小　

木

殿
田
育
代　
　

松　

波

横
瀬
明
仁　
　

兵
庫
県

眞
脇
宏
美　
　

宇
出
津

　
　
　

波　

並

　
　
　

小　

木

　
　
　

東
京
都

有料広告

能登町松波10-59    ☎0768(72)0911

12 月からはじめます。

とんこつラーメン

内浦庁舎

興能信用金庫

下
水
に
は

流
し
て
は
い
け
な
い

も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

最
近
、
予
想
外
の
流
入
物
が

下
水
施
設
の
故
障
の
原
因
と
な

っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
家

庭
で
次
の
よ
う
な
物
を
排
水
溝

に
流
し
て
い
ま
せ
ん
か
。

■
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内
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を
確
認
し
て
、
下
水
に

流
さ
な
い
よ
う
ご
注
意
を
お
願

い
し
ま
す
。

※
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大
地
震
と
大
雨
洪
水
を
想
定

訓
練
に
千
人
が
参
加

　

平
成
19
年
３
月
25
日
、
午
前
9
時
41
分
58

秒
に
発
生
し
た
能
登
半
島
地
震
か
ら
2
年
7

カ
月
。2
回
目
と
な
る
大
規
模
防
災
訓
練「
第

2
回
能
登
町
防
災
総
合
訓
練
」が
10
月
18
日
、

宇
出
津
新
港
で
実
施
さ
れ
た
。

　

訓
練
に
は
、
県
、
警
察
、
消
防
な
ど
の
関

係
機
関
の
ほ
か
、
消
防
団
、
女
性
防
火
ク
ラ

ブ
や
地
域
住
民
な
ど
約
千
人
が
参
加
し
、
災

害
時
の
備
え
や
対
応
に
つ
い
て
確
認
し
た
。

　
『
午
前
7
時
ご
ろ
か
ら
局
地
的
な
大
雨
、

午
前
9
時
に
は
能
登
半
島
沖
を
震
源
と
す
る

震
度
６
強
の
地
震
が
発
生
。
沿
岸
に
は
津
波

警
報
が
発
令
さ
れ
た
』

　

午
前
８
時
30
分
、
町
長
は
災
害
対
策
本
部

を
設
置
し
、
関
係
機
関
に
出
動
を
要
請
。
現

地
対
策
本
部
が
設
置
さ
れ
た
宇
出
津
新
港
で

は
、
関
係
機
関
か
ら
の
被
害
状
況
や
訓
練
経

過
が
次
々
と
報
告
さ
れ
た
。

「
忘
災
」
に
し
て
は
い
け
な
い
教
訓

　

防
災
対
策
で
最
も
大
切
な
こ
と
は
、
災
害

の
記
憶
を
風
化
さ
せ
な
い
こ
と
。
わ
た
し
た

ち
は
、能
登
半
島
地
震
の
教
訓
を
決
し
て「
忘

災
」
に
し
て
は
い
け
な
い
。

　

大
規
模
災
害
の
発
生
を
防
ぐ
こ
と
は
で
き

な
く
て
も
、
被
害
を
最
小
限
に
と
ど
め
る
こ

と
は
で
き
る
。
日
ご
ろ
か
ら
高
い
防
災
意
識

を
継
続
す
る
こ
と
が
大
切
だ
。

そ
の
時
―

０
・
０
１
％
の
確
率
で
も

能
登
半
島
地
震
は
発
生
し
た
。

災
害
は
、
い
つ
か
必
ず
起
こ
る
も
の

そ
の
時
―

大
切
な
命
を
守
る
た
め
に

被
害
を
最
小
限
に
す
る
た
め
に

あ
の
教
訓
を
忘
れ
る
こ
と
な
く

常
に
「
心
の
防
災
」
を
―
。

PhotoReport

第 2 回能登町防災総合訓練

①地域住民や地元高校生などが参加したバケツリレー消火訓練。一丸と
なってバケツを運び火を消した。
②地震体験車コーナーでは、地震の揺れを体感できた。
③消火器を使った初期消火訓練。火元を扱うことが多い女性が訓練に参
加していた。

【写真】海保ヘリによる防波堤の孤立者救助訓練

④中高層ビルからの救出を想定した訓
練。消防署員が手際よくはしごを使っ
て救出した。
⑤車両多重事故救出訓練では、車体を
切断して運転手を救出。
⑥医療救護所となったエアテント内で
は、宇出津病院医療チームが次々と運
ばれる患者に応急手当をして救急隊に
引き渡した。

⑦訓練を締めくくった消防団の一斉放水。16 分団がそれぞ
れ火消しの心意気を見せた。
⑧水防訓練では、消防団員と役場職員が土のうを作って積み
上げる訓練を行った。

自助

公助

協助

（自分を守る）

（命を守る）

（地域を守る）

①②③

④

⑦

⑧

⑤

⑥


